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昭和 29（1954）年 5月 29 日東京生まれ。 

【学歴】青山学院大学経営学部卒業 

        筑波大学大学院人間総合科学研究科スポーツ健康システム・マネジメント専攻（修士課程）修了 

【職歴】日放株式会社、株式会社福武書店（現・ベネッセコーポレーション）などを経て、 

昭和 63（1988）年７月に株式会社ジャニス設立（代表取締役）、現在に至る。 

    NPO 法人 日本スポーツ芸術協会 理事 

    NPO 法人 日本オリンピック･アカデミー 編集出版委員会副委員長 

【受章】功労者／日本体育協会日本オリンピック委員会創立 100 周年記念事業実行委員会（2011） 

【著書】オリンピックの大常識（監修：三上孝道／文：共著）（2004,ポプラ社） 

    金メダリストのシューズ（単著・2009,ポプラ社） 

    オリンピック ヒーローたちの物語（単著・2012,ポプラ社）……ほか 

【編集歴】日本オリンピック委員会公認・ソウルオリンピック公式写真集（1988,平凡社） 

    日本オリンピック委員会公認写真集･リレハンメル‘94（1994,メディアパル） 

    速報！ アトランタ '９６／アトランタオリンピック写真集（1996,双葉社） 

    日本オリンピック委員会公式ライセンス／シドニーオリンピック日本代表選手写真集（2000,ジャニス） 

    日本オリンピック委員会公式ライセンス／アテネオリンピック日本代表選手写真集（2004,洋泉社） 

    日本オリンピック委員会公式ライセンス／トリノオリンピック日本代表選手写真集（2006,ジャニス）     

東京オリンピック 1964・2016（2006,メディアパル） 

    日本オリンピック委員会公式ライセンス・北京オリンピック日本代表選手写真集（2008,芸文社） 

    国立競技場 50 年のあゆみ（2012,日本スポーツ振興センター） 

日本オリンピック委員会公式ライセンス・ロンドンオリンピック日本代表選手栄光の軌跡 

（2012,八重洲出版） 

    日本オリンピック委員会公式ライセンス・ソチオリンピック日本代表選手 完全速報（2014,八重洲出版） 

    日本スポーツ芸術協会広報誌 SPORT ART（2010〜） 

    日本オリンピック・アカデミー機関誌 JOA Times（2012〜） 

 ……ほか多数 
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オリンピックとアート 



 

《講義概要》 

 スポーツ関連書籍を中心とした編集プロダクションである株式会社ジャニスの代表取締役大野

益弘氏が、オリンピックとアートと題して講義を行った。 

 講義ではまず、オリンピックとアート（芸術）の関係について話した。近代オリンピックを提

唱したクーベルタンは、青少年の発達にはスポーツと芸術が必要であると述べている。1912 年の

第 5回オリンピック・ストックホルム大会より 7回に渡り、スポーツ競技のほか芸術競技も実施

された。この芸術競技は、スポーツを題材にした芸術作品を出品し、採点によって順位を競うも

のであり、日本も第 11 回ベルリン大会にて銅メダルを 2つ獲得している。しかし、芸術は優劣が

つけ難く、アマチュアが参加していたスポーツ競技と異なりプロの芸術家が参加していたこと、

輸送費用が高額であったことなどから、第 15 回ヘルシンキ大会より公式競技から外れ、オリンピ

ックに合わせた芸術展示や文化プログラムとして現在まで続いている。 

オリンピックとアートの関わりは競技だけではない。1964 年東京大会でのカラー写真を使用し

た公式ポスターや、2010 年バンクーバー冬季大会のオリンピック・パラリンピック両ポスターを

合わせるとカナダのシンボル“カエデ”になる等、公式ポスターのデザインには、当時の世相や

大会のメッセージなどが反映されている。 

 また、音楽もオリンピックには欠かせないものとなっている。近代オリンピックの第 1回アテ

ネ大会ではオリンピック讃歌が作曲され、現在も開閉会式のオリンピック旗掲揚の際に演奏され

ている。シンクロナイズド・スイミングやフィギュア・スケート等の競技内に音楽が使用される

だけでなく、近年ではオリンピック放送と音楽のつながりも大きくなってきた。オリンピック期

間には、各放送局でテーマ曲を設定するため、大会とともに曲の印象も強くなっている。 

最後に、オリンピックは、メダル獲得数等競技としての側面を強く見られがちだが、文化的視

点で見ると、違った見方をすることができると話した。2012 年のロンドン大会での文化プログラ

ムを紹介し、2020 年の東京大会での文化プログラムには、どのような内容がよいか受講生に問い

かけ、講義を終えた。受講生からは、東京大会の文化プログラムの案として、江戸の町並み再現

やサブ・カルチャー、最新技術の利用等様々な提案が挙げられた。 

 


